
県
民
公
園
管
理
費
２

千
２
百
万
円
は
ど
う

や
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
か

県
が
積
算
し
て
県

議
会
を
通
過
し
た

額
で
あ
る
。
内
訳
は
職
員

配
置
・
施
設
管
理
業
務
・

案
内
業
務
で
あ
る
。

県
で
は
、
ゴ
ミ
処
理
費

用
が
積
算
さ
れ
て
い
な

い
。
県
の
考
え
は
「
ゴ
ミ

は
持
ち
帰
る
」
が
原
則
で

あ
り
処
理
費
用
が
入
っ
て

い
な
い
。自

治
振
興
助
成
金

は
組
織
づ
く
り
の

た
め
で
飲
食
に
は
使
わ
な

い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

よ
う
だ
が使

途
に
つ
い
て
指

定
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
地
域
の
特
性

を
い
か
す
こ
と
や
地
域
課

題
の
解
決
・
地
域
活
性
化

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

幼
稚
園
誘
致
と
保

育
所
経
営
の
考
え

方
は

国
の
公
営
保
育
所

の
助
成
金
制
度
が

撤
廃
さ
れ
、
幼
稚
園
誘
致

に
取
組
ん
で
き
た
。
甲

山
・
大
田
保
育
所
が
特
に

影
響
を
受
け
る
と
思
う

が
、
住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
指
定
管
理
者
制

度
も
視
野
に
い
れ
て
、
今

後
の
保
育
所
編
成
を
考
え

て
ゆ
き
た
い
。

公
民
館
運
営
の
あ

り
方
、
見
直
し
は

ど
う
考
え
る
か

13
公
民
館
は
、
地

域
に
よ
っ
て
戸
数

や
人
口
に
違
い
が
あ
る
。

今
後
は
、
講
座
や
研
修
な

ど
、
公
民
館
合
同
で
行
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
。
将
来
は
、
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
か
ら
自
治
公

民
館
の
方
向
に
進
め
て
ゆ

き
た
い
。

4

ＱＡ

デ
マ
ン
ド
交
通
事

業
の
収
支
は

デ
マ
ン
ド
交
通
運

営
協
議
会
を
組
織

し
、
年
間
２
千
万
円
あ
ま

り
の
負
担
で
行
っ
て
ゆ
き

た
い
。
福
祉
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
乗
車
券
・
民
間
バ
ス

路
線
助
成
に
変
わ
る
も
の

で
２
千
５
百
万
円
弱
の
経

費
削
減
に
な
る
。

民
間
賃
貸
住
宅
に

対
す
る
建
設
補
助

は
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

39
棟
２
０
４
戸
に

対
し
助
成
を
し
て

き
た
が
、
公
営
住
宅
３
０

１
戸
と
合
わ
せ
て
、
賃
貸

住
宅
の
現
状
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
基
礎

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

合
併
時
に
持
寄
っ

た
車
両
は
ど
う
な

っ
た
か

合
併
時
、
消
防
を

含
め
計
１
７
５
台

あ
っ
た
公
用
車
は
軽
自
動

車
16
台
・
普
通
車
９
台
計

25
台
を
、
昨
年
９
月
ま
で

に
売
却
・
譲
渡
・
廃
車
な

ど
に
処
し
た
。

印
鑑
証
明
な
ど
手

数
料
を
２
０
０
円

か
ら
３
０
０
円
に
値
上
げ

し
た
こ
と
で
、
収
入
額
は

総
務
手
数
料
、
戸

籍
抄
本
証
明
業
務

な
ど
、
全
体
で
１
６
５
万

８
千
円
増
を
見
込
ん
で
い

る
。

５
年
間
新
規
事
業

は
ス
ト
ッ
プ
と
い

う
が
、
公
約
の
刑
務
所
や

企
業
誘
致
が
具
体
化
し
た

ら
ど
う
す
る
の
か

５
年
間
で
集
中
し

て
安
定
財
政
体
質

に
切
替
え
た
い
。
原
則
と
し

て
新
規
事
業
は
行
わ
な
い
の

で
あ
っ
て
、
町
の
振
興
に
と

っ
て
有
利
な
施
設
や
企
業
進

出
で
あ
れ
ば
、
財
政
安
定
路

線
と
整
合
性
を
も
っ
て
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

－原則、新規事業ストップ－

安定財政確立にまっしぐら

－行政手腕に期待－

ＱＡ

ＱＡＱＡ

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

生活にどう生かす生活にどう生かす

ＱＡ

Ａ

行政改革にまっしぐら　職員研修
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平成18年度予算審議63時間の熱闘、議会も厳しく効果を検討

限られた財源　さあ！住民

学
校
適
性
配
置
検

討
委
員
会
の
目
的

は

Ｈ
18
年
度
、
７
つ

の
小
学
校
が
複
式

学
級
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

適
正
な
学
校
規
模
・
配
置

に
つ
い
て
Ｈ
18
年
度
中
に

検
討
し
、
年
度
末
に
は
一

定
の
方
向
を
出
し
た
い
。

Ｉ
Ｔ
講
習
会
な
ど

で
使
っ
た
公
民
館

で
管
理
す
る
パ
ソ
コ
ン
を

有
効
利
用
で
き
な
い
か

各
公
民
館
で
管
理

し
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
を
各
種
団
体
の
事
務
処

理
に
利
用
し
て
も
ら
う
つ

も
り
だ
。

敬
老
会
助
成
の
考

え
方
は

昨
年
は
、
人
数
の

多
い
所
で
、
町
の

補
助
金
で
ま
か
な
え
ず
振

興
会
か
ら
助
成
し
て
も
ら

っ
た
所
も
あ
っ
た
。
今
年

は
、
均
等
割
を
25
万
円
か

ら
５
万
円
に
し
、
一
人
当

た
り
１
千
円
か
ら
１
千
５

百
円
に
補
助
金
を
変
更
す

る
こ
と
で
地
域
格
差
を
是

正
し
た
。国

道
４
３
２
号
線

沿
い
の
職
員
駐
車

場
の
考
え
は

こ
の
駐
車
場
は
合

併
時
に
設
置
し
た

も
の
だ
が
、
住
民
の
方
か

ら
も
利
用
方
法
に
つ
い
て

意
見
を
頂
い
て
い
る
。
本

年
度
で
中
部
台
地
開
発
事

務
所
の
閉
鎖
、
10
月
に
は

法
務
局
が
閉
鎖
さ
れ
、
森

林
組
合
も
20
年
前
後
に
合

併
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
用
地
を
一
体
的
に

有
効
利
用
し
て
ゆ
き
た

い
。

せ
ら
夢
公
園
利
用

促
進
事
業
補
助
金

と
は

せ
ら
夢
公
園
を
利

用
し
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
企
画
・
実
践
し
て

も
ら
え
る
団
体
に
対
し
20

万
円
を
限
度
に
補
助
金
を

出
し
て
ゆ
き
た
い
。

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
伴
う
取

り
組
み
と
考
え
方
は

制
度
改
定
で
町
の

責
任
が
支
援
セ
ン

タ
ー
を
含
め
重
く
な
っ

た
。
可
能
な
限
り
町
で
チ

ェ
ッ
ク
を
し
業
務
委
託
を

し
て
ゆ
き
た
い
。

代
行
林
道
の
進
捗

と
考
え
方
は

世
羅
町
部
分
４
㎞
余

り
が
残
っ
て
い
る
。

県
の
進
め
る
事
業
で
町
の
負

担
は
な
い
。
用
地
関
係
は
町

が
整
備
す
る
が
、
今
ま
で
ど

お
り
無
償
で
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
す
め
た
い
。

○
簡
易
水
道
・
上
水
道
会

計
へ
の
負
担
金
発
生
、
１

億
７，

２
２
５
万
円
増
額

●
簡
易
水
道
事
業
は
目
谷

ダ
ム
の
水
利
権
取
得
費
が

確
定
し
た
た
め
の
増
額
。

上
水
道
事
業
の
配
管
工

事
に
係
る
起
債
の
借
り
換

え
に
よ
る
支
出
。

○
畜
産
施
設
整
備
補
助
金

の
減
額
。

●
牧
場
の
牛
、
導
入
目
標

４
０
０
頭
に
か
か
る
業
務

委
託
10
件
の
入
札
に
よ

る
５
千
２
百
万
円
減
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

２
千
７
百
万
円
減
額
。

療
養
給
付
費
見
込
差
に
よ

る
。

○
介
護
保
険
事
業

１
億
８
千
万
円
減
額
。

●
10
月
か
ら
制
度
改
正

に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
減
額
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

・
・
不
安
抱
き
な
が
ら
も

投
資
効
果
求
め
て
・
・

平
成
17
年
度
最
終
補
正
予
算
審
議

賛
成
多
数
で
認
め
る
│

○
町
営
土
地
改
良
事
業
賦
課
金

の
徴
収
条
例

●
受
益
者
負
担
率
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。
た
め
池
補
助
事
業

は
10
／
100
と
事
務
費
の
５
／

10
。
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事

業
（
水
路
工
等
）
補
助
事
業
の

15
／
100
と
事
務
費
５
／
10
。

○
建
設
事
業
分
担
金
の
徴
収
条

例
。

●
分
担
金
は
小
規
模
崩
壊
地
復

旧
事
業
は
30
／
100
。
小
規
模

農
業
基
盤
整
備
（
用
水
路
）
事

業
は
25
／
100
等
。

○
国
民
保
護
協
議
会
条
例

●
国
民
保
護
法
に
よ
り
町
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
組
織
運
営
を
定
め
た
。

○
児
童
医
療
費
支
給
条
例

●
６
才
か
ら
12
才
ま
で
の
児

童
に
一
部
支
給
す
る
。

８
月
か
ら
２
月
ま
で
の
間
。

ロッカーに眠るノートパソコン
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賛
成
多
数
で
可
決

主
な
も
の

○
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例

減
額

18
年
度
（
１
年
間
）

町
長

月
７
０，

０
０
０

円
。
助
役

月
５
９，

５

０
０
円
。
収
入
役
・
教
育

長

月
４
３，
８
０
０
円
。

職
員
月
当
た
り
（
１
級
〜

２
級
）
２
％
。（
３
級
）

３
％
。（
４
級
）
４
％
。

（
５
級
〜
６
級
）
５
％
。

○
課
設
置
条
例
改
正

●
福
祉
事
務
所
設
置
に
伴

い
、
保
健
課
と
福
祉
課
を

統
合
し
て
保
健
福
祉
課
と

す
る
等
。

○
大
見
ふ
れ
あ
い
市
場
に

○
西
大
田
ふ
れ
あ
い
市
場
に

○
せ
ら
に
し
特
産
品
セ
ン

タ
ー
に

○
甲
山
総
合
交
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
に

繰
延

○
ほ
場
整
備
・
賀
茂
・
東
地
区
10
ｈ
ａ

〃
　
・
新
山
地
区
２
・
８
ｈ
ａ

〃
　
・
日
向
・
隠
地
地
区
19
ｈ
ａ

○
道
路
改
良
・
津
口
中
央
・
二
反
田
溝
口
線

〃
　
・
縦
木
線
・
峠
神
線

〃
　
・
宗
政
艮
線
・
福
井
線

〃
　
・
重
永
本
線

〃
　
・
県
民
ア
ク
セ
ス
道

○
学
校
関
係

・
大
田
、
宇
津
戸
、
西
大
田
、
各
小
学
校
、
甲
山
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
の
整
備
。

・
大
見
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
。

追
加

・
世
羅
甲
田
線
小
国
バ
イ
パ
ス
配
水
管
布
設
。

・
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
事
業
。

ケーブルテレビ配信事業、一歩前進

三原テレビ㈱とＩＲＵ契約

一般のテレビは、各家庭で電波を受信して

いますが、CATVは最も電波状態が良い所で

受信し、それをその状態のままケーブルで

各家庭に配信します。地上波をはじめ、Ｂ

Ｓ、ＣＳ放送や地元情報が満載の自主放送

となります。

指
定
管
理
者
に
選
定

ふ
れ
あ
い
市
場
（
公
的
施
設
）

賛
成
多
数
で
可
決

人

事

■
選
任
同
意

人
権
養
護
委
員

代
田
　
三
委
　
氏

町
長
か
ら
選
任

同
意
が
求
め
ら
れ
、

議
会
は
同
意
、
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

公
共
下
水
道
事
業

○
現
在
、
１
期
工
事
と
し

て
事
業
費
54
億
円
で
連

担
地
区
を
中
心
に
下
水
道

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

①
長
期
に
わ
た
り
多
額
の

予
算
を
伴
う
。

②
地
域
住
民
に
と
っ
て

も
、大
き
な
負
担
を
伴
う
。

③
今
後
十
分
な
住
民
説
明

が
必
要
に
な
る
。

こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、

大
多
数
の
意
見
の
も
と
設

置
。委

員
会
総
員
15
名
の

構
成
で
、
委
員
長
　
松
浦

敬
潤
、
副
委
員
長
に
末
盛

守
を
選
任
し
、
後
年
度
負

担
が
大
き
く
な
る
中
で
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証

し
、
住
民
の
要
望
に
応
え

て
ゆ
く
。

危
惧
す
る
後
年
度
負
担
を
ふ
ま
え
て

過疎自立促進計画の変更

「財源不足」やむなく
住みやすさバロメーターを求めて

「
大
見
ふ
れ
あ
い
市
場
」

「
四
季
園
に
し
お
お
た
」

せ
ら
に
し
ふ
れ
あ
い
の
会

特
産
品
セ
ン
タ
ー「
か
め
り
あ
」

協
同
組
合「
い
き
い
き
村
」着々と進む公共下水道


